
「地域と積極的に関わる」
活動概要
私たちは、地域を盛り上げるために⽇々活動をしていま
す。清掃や募⾦活動などの⼀般的なボランティアに加えて
、交流会の企画・開催や、イベントの企画・運営などを積
極的におこなっています。

「地域と加西の可能性を広げる」
活動の⽬的
地域に関わる活動を通して地元・加⻄に貢献できるよう
活動しています。どうすれば、地域のプラスになるか、ど
んなことがその場に相応しいかなどを具体的に考えながら
、準備を進め、⼿作りすることを⼼がけています。

地元加西を盛り上げる

ボランティア活動
（清掃・募金など）

・イベント企画

 ・商品開発
 ・交流会の開催 など

【兵庫県】
兵庫県⽴北条⾼等学校

ふるさと創造部
「綿菓⼦とともに、地元加⻄へ︕」

⾼校⽣ボランティア・アワード2024

北条⾼校のマスコットキャ
ラクター。加⻄市にある五百
羅漢がモチーフ。私たちと共
に活動をし、⼀緒に加⻄市を
盛り上げてくれています︕

「らかんくん」

後援会の⽀援を受けて購⼊しました。綿
菓⼦機と共に、地域のイベントやお祭りな
どに参加しています。準備・後⽚付けが簡
単で材料が「ざらめ糖」と「割り箸」だけ
と、とてもシンプルなのが利点です。

綿菓子機を所有

障がい者施設の利用者と交流会

出店で得た収益で障がい者施設の
「ゆたか会」で交流会を企画し、⼿
遊び歌や綿菓⼦づくりをしました。
初めて⾷べた⼈も多く、咀嚼や嚥
下が苦⼿な⼈でも、綿菓⼦は⼝に⼊
れたらすぐ溶けるので職員の⼈から
『利⽤者全員が⾷べられた』と喜び
の声をいただきました。

子どもたちと一緒に出店！

地元の神社で新たにイベントをした
いという要望を受けて綿菓⼦機を持っ
て参加しました。⼩中学⽣のボランテ
ィアと⼀緒に綿菓⼦屋さんの運営をし
ました。お店の動線、道具の配置など
を⼦どもたちと⼀緒に考えたり、当番
制にして⾃分たちもイベントを楽しめ
る時間を設けたりしました。

イベントやお祭りに出店

「⾃分で作れる綿菓⼦体験」を地
域イベントやお祭りに出店していま
す。綿菓⼦を『⾃分で作れる』とい
うのが珍しいそうで、⼦どもたちは
興味津々︕年配の⼈も思わず童⼼に
かえって「40年ぶりに⾷べた︕」
と喜んで帰って⾏かれた姿が印象的
でした。

活動団体プロフィール

北条⾼校ふるさと創造部は、私たち⾼校⽣が地域に役
⽴てることはないかという思いから11年前に創部され
ました。創部当初は、兵庫県丹波市の豪⾬災害復興ボラ
ンティアなどにも参加しました。現在は地元加⻄を活性
するための活動を学年を問わず仲が良く楽しい雰囲気で
⽇々おこなっています。

写

活動を通して

コロナ禍もだんだん収まってきて、いろいろな活動ができるよう
になり、私たちは新たに綿菓⼦機を取り⼊れたり、様々なイベント
に参加したりしてきました。多くの⽅と関わる中で、どうしたら楽
しんでいただけるのか︖といったことを考えながら、学びのある経
験ができました。これからはイベントへ参加するだけではなく、ふ
るさと創造部独⾃のオリジナル商品の開発なども考えています。そ
して、地元加⻄に愛される部活動としてこれからも活動を続けてい
きたいと考えています。

インスタ開設！

インスタグラムのアカウントを開
設しました。SNSを通して、より多
くの⼈に私たちの活動を知ってもら
えたらいいなという思いで運営して
います。このインスタグラムでは⽇
頃の活動の様⼦やイベントの告知な
どを投稿していきます。ぜひ、フォ
ローしてみてください︕

⼿づくりのカレン
ダーを近隣の⽼⼈ホ
ームや⼦ども園に贈
っています。
直接ふれあう交流
が難しい施設とも⼼
で繋がる交流を継続
していけたらという
思いで取り組んでい
ます。

カレンダー
製作

昨年８⽉に加⻄市
の夏の名物イベント
「お化け屋敷⼤作戦」
が４年ぶりに開催さ
れました。会場設営
、受付、誘導、お化
け役などで参加しま
した。⼤変でしたが
地域の⼈と協⼒して
作り上げる楽しさを
実感しました。

お化け屋敷
大作戦

募金活動
能登半島地震

令和６年能登半島
地震の発⽣を受けて
、商業施設で募⾦活
動を実施しました。
今できることを考
え、実⾏することの
⼤切さに気付きまし
た。被災地⽀援の助
けになればと多くの
⼈が協⼒・応援して
くれました。


